
エネルギー学習フォーラム会場アンケート結果

(1)講演について (2)ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝについて
1 男 20～29歳 福井市 教員 結局何が話したいのか全くわからないまま終わって 「学習とは、いかに生きるかの知恵になるもの」という 「ｴﾈﾙｷﾞｰ」とは、一体何をさすのかという具体的ｲﾒ 電気エネルギーを生み出すための原子力発電所が

（中学理科） しまったつまらない講演だった。 言葉などをはじめ、各パネラーからの提示の数々は ｰｼﾞをアンケート回答者全員が同じくしていたのだろ この福井県には多く存在するのだから、これを材料
「科学の不思議を探求する」なんて大げさな演題が 色々と自分の中で考えさせられたり、新しい発見と うかと思う。「このアンケートで扱うｴﾈﾙｷﾞｰとは何の としてｴﾈﾙｷﾞｰ教育へ足を踏み入れていくことには
ついてる割には深みがない話ばっかりで、大学へ なることがいくつかあり、参考となるものだった。 こと？」と自分なら先ずはっきりとたずねたくなる。 恵まれていると思う。子どもたちがｴﾈﾙｷﾞｰへ目を
入学するまでの自分史と自分が出演した番組をネタ 今回のフォーラムに参加した大勢の人々もパネラー 「ｴﾈﾙｷﾞｰ」という言葉の捉え方が各個人で異なる 向けるためのきっかけづくりを用意することが先ず
にした笑い話をずるずる喋っているのに20分で と討論できたらさらに深まったと思う。 危険あるからだ。総合的な学習の時間の中の一つ ｴﾈﾙｷﾞｰ教育への第一歩だと思う。子どもだけでな
飽きた。一つわかったのは、これから大槻義彦は として、原子発電ｴﾈﾙｷﾞｰは面白い素材だと思う。 く、自分も含めた大人がもっとｴﾈﾙｷﾞｰの知識を身に
メディアの中ではずそうということでした。 原子力発電ｴﾈﾙｷﾞｰを総合的学習の時間の中で扱う つけていかねばならないと痛感する。
福井県の人間をなめるなよ。 ようになった時、県内の原子力発電所の支援は欠か

せないと思う。
2 男 30～39歳 教員 エネルギーに対する様々な意見が聞けて参考になり 地域が求めているもの。学校でも報告したいと思い

よかった。 ます。
3 男 30～39歳 芦原町 教員 どの先生方も色々な角度から考えていらっしゃること エネルギーに関しての教育は絶対に必要であると 色々なアプローチが考えられる。自分も福井県人の

（中学教諭） がわかった。原子力については賛否両論だが、確か 考えている。十分わかってはいるが現実の中学校 一人として、教員として、先ずもっと知識をしっかりと
にそのものの技術はすばらしいものだということは （高校もかもしれない）は、時間に追われすぎと思っ 理解しどのように授業として成り立たすことが効率的
共感できる。 ている。よい、大切なことを行うには、指導者にも なのか考えていきたい。

生徒にもそれなりに考える時間が必要なのである
と考える。

4 男 40～49歳 丸岡町 教員 何でも学校教育に依存する考えには問題があるが、 原発立地県の福井県としては、将来のエネルギー・
（小学校） 子どもたちの将来のことを考えると、生活に密着し 環境問題に対する正しい知識を身につけることが

たエネルギー・環境問題をとりあげることも必要で 重要であると考える。
あると思う。

5 女 40～49歳 各界の意見が聞けて良かった。特にエネルギーと
は何か、人類特有のエネルギー　etc.。

6 男 40～49歳 福井市 教員 来年度から始まる新学習指導要領で新設される 児童・生徒向けの分かり易いパンフレットがあれば
「総合的な学習の時間」の取り組みに対してヒント 教育の現場では社会科や学活の時間等で指導で
を数多く得ることができ、大変勉強になりました。 き、正しい知識を伝達し正しい理解をさせることが

出来ると思う。特にこれからの次代を生きていく
児童・生徒にとっては、絶対に必要な教育だと感じ
ています。

7 男 50～59歳 福井市 教員 総合的な学習の時間に関する資料がほしい。
（中学校）

8 男 50～59歳 芦原町 教員 面白かった。 ポイントがはっきりしない。 予想できる結果である。 何でも総合的な学習にと言われても困る。
環境教育の視点で話した方がよかった。 本当に必要なことは教育しなければならないと思う。

エネルギー教育は環境教育というエリアでしなけ
ればならないと思います。各学校に総合で「エネル
ギー教育」をやれとは言われない。
小・中教研の中の○○教科の中でできるようにして
行くと良いと思う。

9 男 50～59歳 朝日町 教員 分かり易く、講師の科学へのひたむきな思いが伝 エネルギーと自分がどう関わっているか、これから 県民の意識はエネルギーについて関心が高いし、 県のエネルギー教育の推進の中心は県民生活部
わり、良かった。 どう関わっていけばよいかを学ばせることが大切。 エネルギー学習の推進を求めていることがわかり が進めているようですね。副読本というのは県民に

ました。 配ることになるのでしょうか。
10 男 50～59歳 織田町 教員 ヒトダマや霊能力など大変興味深い話を聞かせて

いただいて参考になった。
11 女 20～29歳 福井市 学生 現代は子どもたちが忙しくて野外での活動が減って エネルギー教育について色々な立場の方からの エネルギー問題については福井県は原子力発電 実際どのような教育が行われているのかは分かり

来ていると思う。そのため、自然の不思議について 意見・見解を知ることが出来た。 所が多いから、エネルギー・環境教育を肯定する ませんが、教える際に何を教えるか基礎・基本を
自ら発見する機会が少ないのではないか？ＴＶの ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝはやはり原子力中心であり、学校にお 回答が多くあげられたのではないかと思う。原子力 しっかりおさえて置くことが大事だと思った。そして
影響も大きく、子どもたちに間違った認識を与えて いてどのように教育するか、次の世代にどう伝えて 発電所については、嶺北と嶺南で回答も違うと思う それを子どもたちにどのようにどこまで教えるか考
しまっていることも考えねばならないと思った。 いくかが重要であると思った。 し考え方も変わるのではないでしょうか。嶺北の人 える必要があると思う。

は同じ福井県でも嶺南の人に比べて原子力に対す
る考え方が薄いのではないでしょうか。

12 男 30～39歳 武生市 公務員 飽きさせない話でよかったのでは。楽しく聞けました。 大槻教授はかなりまじに喋ってましたね。学校の 円グラフの作り方はこれで正しいのか疑問であると 大人に教育した方がいいかな。
先生について照れてるのかなぁ。 思う。文系的な作法かな？
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13 男 50～59歳 大飯町 公務員 科学に興味を持たせるようにするには、どうすべきか エネルギー教育のあり方について種々議論された エネルギー・環境問題は今後益々重要に課題となり エネルギー供給県として県民全体が考えることの
もう少しつっこんで話をしてほしかった。 が、ある一つの方向性が見えたのではないかと思う 真剣に考えるべき時代となっている。子どもたちに 出来る情報提供に心がけるべき。

しっかりとした考え方を持たす必要がある。
14 男 40～49歳 福井市 公務員 超常現象はどの分野にも生じるもので、やはり論理 エネルギー問題、環境問題は非常に厳しいものと思 同上（同左）

的、理性的に対処することの必要性を再認識した いますが、やはり現状と課題については教育なり学
習は必要であり、常に問題意識を持つことが必要と
思います

15 男 50～59歳 福井市 公務員 一般市民に分かり易い科学（理科）のお話なので ５人のパネリストのそれぞれ個性ある発言を興味 地球的課題であるエネルギーのアンケート結果は 中学生くらいになると選択したエネルギー教育を
子どものエネルギー教育に通ずると思う。 あった。 常識的結果。 学ぶことも必要。

エネルギー体験学習は当然必要である。
16 男 40～49歳 福井市 地方公務員 内容が面白く良かったと思う。 テーマが少し難しかったと思う。 児童・生徒のエネルギー体験学習のため地域にある 社会見学として施設見学をもっと増やすと良いと

水力・火力原子力発電所などの施設見学をどんどん 思う。
行えばよいと思う。

17 男 40～49歳 高浜町 地方公務員 専門が放射線ということもあったので、もう少し原子 福井県に住む人たちにとって原子力を含むエネルギ 多くの原子力をかかえる福井県に住む子どもたち
力の話があっても良かったのではないか。 ー問題や環境問題に対する関心の高さが伺える。 に原子力も含めたエネルギーの正確な知識を教え

ることは当然必要なことであると言える。
18 男 40～49歳 高浜町 地方公務員 好奇心が科学の源であることが理解できた エネルギー学習は難しいという固定観念がある。 原電立地県としてエネルギー問題の学習にもっと力 エネルギーの基礎・基本をしっかりと教えるべきで

身近な生活からの切り口が大切であると感じた。 を入れるべきである。 ある。
19 男 40～49歳 富山市 公務員 ﾊﾟﾈﾙでの大槻先生の話は面白かった。 総合学習とエネルギー問題とを結びつけるのは難し 福井県は、原子力立地県ではあるが、あまりに強

基礎学習の充実が大切。 いと思います。教科の社会科や理科での基礎学習 調するよりも「エネルギーの大切さ」「一人一人の
の充実も併せて考える必要があると思います。 省エネルギーの大切さ」を教えることが重要だと思い

ます。エネルギーの大切さが理解されれば原子力
への理解へとつながると考えます。
福井県と富山県では県民のエネルギーに対する知
識に大きな差があります。福井県にはエネルギー
教育の先進県として大いに期待します。

20 女 40～49歳 福井市 ＰＴＡ 科学の不思議は面白いが、それは自然のことで エネルギーについてあまり考えてみたこともなかっ （知らなかった）
大きな力のもとなので、深くは考えなおして見た たが、生きる上での必要性について自然の力だけ
ことはなかった。 でなく人工的エネルギーと環境についてもっと子供

たちにしってもらうことが大切になってきているのか
もしれない。今の子は今の生活が当たり前になって
いるが、一つ一つ考え直してゆくことが必要だろう。

21 男 30～39歳 県内 会社員 非常におもしろおかしく講演をされていたので楽し 現実的な問題を提示しながらエネルギーの寄与に 以外にも学ぶ必要性の賛成が多かったのには驚い 次代層へのエネルギー寄与は非常に重要であり、
めた。実体験を元に興味をもたれ、それから研究に ついて討議があり我々の職場でも活用できるところ たが、現実的には価値観がないところはある。 今後の大きな課題でもある。見直し必要。
携わったことなど現在の子どもたちには必要なこと が多くあった。
について話されており私自身にも勉強になったとこ
ろがある。

22 男 50～59歳 美浜町 会社員 楽しい話であったが、子供の科学に対する興味を 色々と各人の意見が聞けて参考となった。 結果は「エネルギー教育賛成」と見受けられるが受 教育関係者も含めた討議が必要であり、その成果
いかに育むかの話が聞ければもっと良かった。 験勉強の時間を割いてでも賛成ということになるの を学校で実践される仕組みづくりが望まれる。

だろうか？アンケートの設問に若干の疑問が残る。
23 男 30～39歳 美浜町 会社員 楽しいお話でしたが、もう少し踏み込んだ話が聞き 色々な見方が聞けて有意義でしたが、もう少し時間 これだけ多くの人がエネルギー問題についての教育 先ずは科学に興味を持たせるところから入り、その後

たかった。 があればと思います。 が必要と考えているのは以外だった。 にエネルギー問題となるよう体系だてたものとなるよ
うお願いします。

24 男 30～39歳 敦賀市 会社員 大変面白いお話でした。火の玉の話をもっと聞きた もっと突っ込んだﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝをしてほしいように思い 思った以上に「総合的な学習の時間」で原子力等の 学年毎にエネルギーの現状を教え、考え、各発電所
かったです。 ました。 エネルギー教育を取り入れた方がよいとの結果に少 の施設見学を多いに取り込んでほしい。

し驚いています。（思った以上に多かった） ホームルーム等でエネルギーについて話し合いをし
やっぱり電気、エネルギーは私たちの生活になくては ていただいては？
ならないので、小さいうちから現実を正しく教えるべき 電気のない生活を考えてみる時間を持っては？
だと思う。
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25 女 20～29歳 敦賀市 会社員 楽しく聞かせていただきました。ありがとうございます 教育を受ける側が興味がないと身に付かない。これ 子供が興味を持つような科学実験教室等を取り入れ
はもっともだと思います。このフォーラムを聞いている 科学に触れる機会を増やしていったらよいのではな
学校の先生方の今後の教育への取り組みに期待し いでしょうか。福井県は原子力発電所が多く、電気
ます。 を作ることにこれだけ貢献している県民がエネルギー

について無知では。電気をたくさん作っているという
誇りを持ってもらいたいです。

26 男 60～69歳 敦賀市 会社員 科学的興味を大切にすることを教えられた。 多数の意見ありがとうございました。 時は来ているので、原子力を含めたエネルギー教育 学校の先生の教育も大切なので次のフォーラムを
を入れるべきである。必要とする時代です。県教育委 企画して下さい。
員会のリーダーシップを期待します。

27 男 40～49歳 敦賀市 会社員 もっと舞台裏を暴露して、真の科学・妥当性を正当 学校の先生の指導だけでは不十分。エネルギー関 専門家が教室へ出向き、エネルギー他の企業とし
化していただきたい。 連施設を見学訪問させ生徒自身が勉強していく時代 ての取り組みを分かり易く生徒に教える時間を設け

に来ている。 ていただきたい。
28 女 30～39歳 福井市 会社員 なかなか興味深い話だった。 討論の内容が難しかった。（話が専門的） 意識調査等を行うのは良いことだと思う。 学校で教えられることはどんどん教えて行けばよい

思っていたよりも分かり易かった。 その中で得られた意見を取り入れていってほしい。 と思う。その中に施設の見学等も取り入れるとよい
と思う。

29 男 50～59歳 敦賀市 会社員 科学教育についての話は始めて聞くことだったが、 科学教育について非常に興味を持つことができる
面白くためになる話だった。 ようになった。業務の参考にしたい。

30 男 40～49歳 敦賀市 会社員 体験に基づいた話で興味があった。 身近な話題で大変よかった。今後のエネルギー教育 電力移出県としてエネルギー問題について教育の 学校のみでなく家庭、地域社会全体でのトータルな
の方向性が分かったような気がする。 必要性の数値がもう少し高いと思った。（そう思うの 教育が必要である。そのためには、大人のエネルギ

数値） ーに関する理解が必要だと思う。
31 男 70歳以上 大津市 団体役員 話は面白かったが基本的な考え方（子どもたちへの 福井県特有の傾向問題（社会科教育としてのエネル 社会科授業としてのエネルギーについて、例えば

対応）の具体的な方向性を考えるには役立たない ギー） 原子力発電所の立地について大人達はどういう理
由で反対、賛成するのか。大人達の都合で子供達
に説得することを変えるのはだめ。
時代は変わっても変わらない「エネルギー保存の
法則」「エントロピー増大の法則」を教える。

32 男 30～39歳 福井市 会社員 分かり易い 意識としては必要性を十分認めていると思う。 総合的な学習の時間導入に向けてもっともっと議
論を高めていくべき。

33 男 40～49歳 敦賀市 会社員 非常に楽しい話を聞かせてもらった。 前々からエネルギーのことを教育してほしいと思って 特になし 今後ともどんどん推進して下さい。
いたが既に行われており問題も多いということ（理解
されていない）に驚いた。

34 男 50～59歳 福井市 会社員 ＴＶ番組の楽屋話を聞け興味のある時間を過ごした。 各パネリストがそれぞれの思いを話しただけに終始 回収率が高い。回答が前向きすぎる。 拙速でなく、一歩一歩着実に検討している点は評価
話題が゜散漫になったきらいがある。 した。パネリスト相互の刺激が無いように感じられた 出来る。他都道府県の動きや総合的な学習の他テ

佐島先生の思いは我々によく伝わった。 ーマを意識することなく検討を進めていただきたい。
35 男 30～39歳 大野市 会社員 マスコミの科学の扱いについて同感した。 佐島先生が言われた目的が必要ということであろう 学校で子供が学んでも親が知らなければ意味が 原子力を推進する等国の政策方針に沿ったような

エネルギーを教育して何を目的とするのかが分から ないのでは。 教育でなく、正の面負の面についてすべからく教育
ないとだめ。 個々の判断でどうしていくべきかを考えられる人間

を育てるべきである。
36 女 30～39歳 武生市 会社員 今日の子供達の理科離れについては科学の面白さ 参考になりました。 エネルギー教育の必要性を感じている人が沢山 地球環境問題とエネルギー問題は密接に関わって

や魅力を伝えて行かなければならないと思いました。 いると思いました。 いるため、今後エネルギー教育を推進していただき
分かり易く楽しい講演でした。 たいと思います。

37 男 60～69歳 福井市 会社員 体験を中心とした興味が深かった。 一人一人の話が長すぎ、枝葉の話が多すぎる等 民間も積極的に参加する必要がある。 原子力中心に偏ることのない配慮と地域の特性の
話が展開しない。 子供を持つ親の責任放棄が目立つのでは。 バランスよく取り入れるようにすべきでは。

38 女 20～29歳 敦賀市 会社員 テーマに沿って面白おかしく講演されていて最後 少し難しい内容の話から身近な話題までいろいろ エネルギー教育の必要性が、顕著に表れている。 原子力に対する理解を深めていく上でとても重要な
まで興味を持って聞くことが出来た。 な立場の方から沢山の意見が聞けた。子供達へ 早急な学習環境の整備が必要だと思う。 ことだと思う。

の教育はやはり分かり易さが一番大切だと思う。
39 男 40～49歳 大野市 会社員 科学の不思議を伝えるには時間が短いのではないか参考になった。 特になし 子供が興味を持つような教育が必要

基本を教えることは大事だが興味を引かれること
が必要。家庭教育も大事。

40 男 30～39歳 敦賀市 会社員 自然科学とオカルトの違い、勘違いについて、最近 話題のレベルを合わせるべきと感じた。「エネルギ 原子力を含むエネルギー問題について学びたいと あまりよく分からないが、学校教育（社会見学等）
の子供達の考え方が分かったような気がすると同時 ー」といっても幅が広く先生方の話がかみ合わない 考えている意見が多いように思える。しかしながら にてもっと実情を見せるべきだと思う。
に我々が今後子供達に対してどのように興味を持っ それぞれの先生の内容は理解するが、だからどうす 学べる機会が非常に少なく、興味をそそる物も少
てもらえるか考えたいと感じた。 べきかがない。 ない。特に学校の先生は原子力反対が多いのでは
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41 男 30～39歳 福井市 会社員 元来子供達は理科が好きであるということは、自分 短時間でありまとめが難しかったと思う。学校だけ エネルギー教育の大切さは皆の認めるところである 原子力については、安全性ばかりが強調されて
の小学校時代を振り返って考えるとそうであったと でなく、家庭も含めてまず大人がエネルギーに関心 が、具体的にどう進めていくかが問題である。 いるが、機会である以上、トラブルや故障は必ず
思う。オカルト等については自分自身全く信じてい を持つことが重要であり、子供はその大人の姿を 原子力についてもっと突っ込んだ質問があった方が ある。問題は大事故に至るかどうかである。原子
ないが神秘的なものであることは事実である。 見て学んでいくものだと思う。 良かったと思う。 力のメリット・デメリットを正しく伝え発電所見学を
自分の子供に対して科学への興味を失わないよう 通じて理解してもらう必要があると思う。特にマス
心がけていきたい。 コミは原子力の危険性のみ興味本位で取り上げ

ており、問題である。
42 女 30～39歳 敦賀市 会社員 ＴＶで見るより迫力は無かったが面白かったです。 大変興味深い話で楽しく分かり易かった。 小中学校に少しでもエネルギーの学習を行うことで 福井県は特にエネルギー教育をして頂きたい。

もっと大槻教授の話を聞きたかった。 子供の意識も違うだろうし、絶対必要だと思います。
興味がない、知らないで無関心ですますことは、こ
れからの教育に悪影響だと思います。

43 男 40～49歳 敦賀市 会社員 エネルギーに対し関心のある方多く感じられた。 「総合的な学習の時間」にエネルギー学習を導入
してもらいたい。

44 男 40～49歳 大野市 会社員 大変面白かった 有意義でした。 特になし 特になし
45 男 50～59歳 福井市 会社員 超常現象を持ち上げる人に対してもっと科 全体的にまとまりがないように感じた。 エネルギーへの関心がこれほどあるとは思わなか 上記調査結果を踏まえ是非実施すべき。

学者が批判すべきとのご指摘は尤もと感じた。 大槻教授の基本をしっかり教えることは同感。 った。
46 男 30～39歳 兵庫 会社員 理科嫌い（技術嫌い）が何故起きるかを改めて認 教育どうあるべきかについて参考になった。

識させてもらい、ためになった。
47 男 40～49歳 敦賀市 会社員 科学好きな子供が高学年につれ理科離れを引き 多種多様なご意見を今後のエネルギー教育に エネルギー・環境教育の必要性を強く感じる結果 同左

起こす教育システムの実態を認識出来た。社会 反映してほしい。 となっている。この点からもエネルギー教育を早期
として子供達の教育に何を望むのか新たな合意 に構築してほしい。
形成を築く必要がある。

48 男 40～49歳 福井市 会社役員 テレビの四方山話が多すぎた。 非常に良かった。 予想以上にエネルギー教育に賛成が多く安心した。 原子エネルギーについての教育を！
49 女 20～29歳 大阪府 会社員 科学など子供達への教育は特に誤りがないように 大槻教授の基本、最も基本的なことを考えることが 総合的な学習の時間に環境・エネルギー問題をテ 原子力発電所を立地されている所として、エネル

しないといけないと改めて感じた。これからを担う 大切という意見。正にそのとおりと思う。自分も先ず ーマとして取り上げる必要性は大部分の人が感じ ギー教育に困難な点もあるかと思うが、だからこそ
子供達が学習に対する興味、意欲を失うこと、そし 基本的なことをと考えていたが、もっと「何が大切か」 ていることが分かる。どういう学習をするか、子供 正確な教育が必要だと考える。多様な冷静な情報
て社会の成長が止まってしまうことが怖いと感じた を考えていかないといけないと改めて思った。 達の取り組みをどうサポートしていくか（方向性） を子どもたちに与え、子供に判断を委ねるのも一つ。

を明確にしていくことが大切だと考える。 他の地域でもエネルギー教育の必要性を感じ、実
施しょうと考えています。そのような考えの先生方も
多い。とにかく前向きに取り組んでいくことが大切
だと思う。

50 男 50～59歳 福井市 会社員 人間形成に役立つ内容だった。 先生方の熱意が伝わった。自分の仕事に自信を 本当かな？建前だけでないかなと感じた。 やはり原子力について本音で教えてほしい。
持っていきたい。 専門家が沢山いるのでうまく利用してほしい。

51 男 50～59歳 福井市 会社員 原子力についての意見交換がほとんどなく、つま 吉川氏がいっていた県庁内３課共同の教育プロ
らなかった。 ジェクトがあってもいいような気がする。

52 男 40～49歳 敦賀市 会社員 話だけでなく、視覚機材を用いれば講師の話のイ エネルギー全般が国策として必要と思われること 原子力立地県であるためこのような結果が出たと 同左
ージが理解できた。 が生徒に教えられる教育体系をどうすべきかを聞き 思うが、全国にエネルギー学習の必要性を広め、

たかった。 福井県のエネルギー政策に貢献していることをもっ
とＰＲしたほうがよいのでは。

53 男 30～39歳 敦賀市 会社員 まじめな話も聞きたかった 大槻先生の時代に流されることなく原理原則を教 男女の差があると思うが、調査者が少ない。 大槻先生の原理原則の点を必ず取り入れて進めて
えるという点についてまさにその通りだと思う。 ほしい。子供のための教育というより社会を維持す

るためという印象が強い。教育の原則に立ち返る
べき。エネルギー教育以前にしつけが必要。
勉強は日々の努力で楽しいものでもない。それに
対する姿勢・気持ちを持ち続ける力が必要。考え
る基本が身に付けば子供自身が成長力で育って
いくと思う。

54 男 40～49歳 敦賀市 会社員 自然科学に対し子供が興味を持たせる工夫が必 エネルギーの議論をする前提として、エネルギー 学校のエネルギー教育は、これまで行われてなか 福井には原発があるが、これは国の政策とも密接
要だと思う。 の基本知識が要求されるのでその教育が必要。 ったが、総合学習の中で体系的に実施するべき。 に関係したものである。このため原発も含めたエネ

ルギー教育が必要である。
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55 男 30～39歳 敦賀市 会社員 面白かった。 佐島先生のいっていた「学社融合」が推進・反対 「エネルギーの正確な知識」との定義が難しいと思 福井県には多種多様な発電施設があり、特に原
を越えたところかと思う。是非そのようなところが う。原子力に対しての教育用資料としてはまとまっ 子力施設では見学に補助がでる所もあり、私も
中心となり、エネルギーを得るには良いところも た資料は国・行政を含め原子力を推進している側 子供のの学級授業で使ったことがある。先ず目で
あれば絶対に悪いところがあるので、悪いところ が大部分作成しているものであり、反対をしている 見ることが大切であり、その後子供達の自主的な
を越えたところかと思う。是非そのようなところ 側の資料はエキセントリックであったり、非常に内容 意見で机上教育を考えていくほうが良いかと思う。
をきちんと把握させておくことが大切かと思う。 が高度なものとなっている。これを中立的な視野を

持って教育するには、推進・反対を越えたところで
の資料が必要ではないかと思う。

56 男 40～49歳 武生市 会社員 様々な観点・立場から各パネラーの明快な意見が 環境・エネルギーについての教育へのニーズが大 エネルギー問題は国民全体、一人一人の問題で
聞けて勉強になった。総合的学習の位置づけがや きいこと、机上の学習のみならず県内に実際に立地 ある。特に福井県は大生産地であり日常的話題
や不明。大きな別の流れとどうリンクするか判らな している発電所を自分の目で見て学習・判断の材料 も多い。政治的、地域経済的にも大きなウエート
かった。 にしたら良い。 を占めるものであり、教育の中でその実態を教え

一人一人が様々な判断が成人したとき出来るよう
にすべき。注意すべきは政策・政治を持ち込まな
いこと。

57 男 40～49歳 敦賀市 会社員 愉快で面白かった。科学に対して子供達が興味を 学校教育の中で自然にエネルギーについて学ぶこ
持つことを大切にしてあげたいですね。 とができる環境を作って上げることが大切ですが、

日教組を含めた学校の先生の方を何とかしないと
教材は良い物があっても子供達には伝わらない。
この点は今後どうしていくのでしょうか。大きな課題
と思うのですが。

58 男 40～49歳 敦賀市 会社員 特になし 大槻先生の「時代が変わっても変わらない原理・ 結果を受け、小中学校等における積極的なエネル 賛成・反対どちらでもないにかかわらず、原子力
原則等最も基本的なことを子供に教えることが大事 ギー教育実現に向けた活動に期待する。 発電所が１５基運転をしている福井県にあって、
（子供が考える能力をつけること）」という意見に基本 原子力を始めとしてエネルギー教育を県民に対し
的に賛成。先ず基本的なことを教え、そして現状を て行うことは当然必要だと考える。エネルギー教
教え、将来のことは各自に考えさせることが大事で 育の日本のパイオニア的存在になって日本のモ
はと思う。 デル県として確固たる地位を築いていただきたい。

又、生徒の方への教育も重要だが、教師の方へ
の情報提供を行い、正しい知識を付与していくこ
とも大事であると考える。

59 男 40～49歳 大阪 会社員 毒舌さわやかで楽しいフォーラムであった。 エネルギー問題、エネルギーの知識（原子力を含 同県は他府県に比して原子力発電所が存在して
む）を学ぶべきとする人が８割以上を越えており、 いることからエネルギー問題は比較的身近なもの
非常に心強い。国家の将来を担う食糧問題、エネ と捉えているのではないか。県民が正しいエネル
ルギー問題は国民の身近な問題として国民一人 ギー知識を持てるようどんどん進めていくべき。
一人が自分の意見を持てるようしっかり勉強して
いくべきである。

60 女 70歳以上 福井市 エネの会 エネルギー教育の重要性を感じています。 基本的な要素をお聞きし同感です。 今後の学習講座に活かしたいと思います。 私たちはエネアドバイザー養成を受け先日小中
代表 向けの紙芝居を作成しました。小中学校へ出かけ

てともに学習したいと思います。
61 男 60～69歳 鯖江市 無職 最初引きつけられたが、後ほどは．．．。 まあまあ やはりエネルギーは大切だ。 若狭のエネルギーのところ、道がわかりにくい．．

　が、あの辺の子どもたちは勉強になってよい。
62 男 30～39歳 武生市 純粋に研究者としての立場における楽しさ、憤り エネルギー教育とは何ぞやという部分が見えてこ どうしても「福井県における」という前置きでは、

等が理解でき興味深い話であった。 ない。エネルギー教育とはエネルギーの機能、発 原子力（プルサーマル、高速増殖炉）に対する
生過程、特性等のエネルギーそのものの教育（理 是非の意見形成ができるレベルへという点はさ
科的教育）、エネルギーの現在の日本の状況（需 けて通れない。どちらかに偏ったものではない形
要と供給）、あるべき姿等取り巻く環境に対する教 での情報提供、教育が行われることを望む。
育（社会的教育）の二面性があると思う。国・県が
議論している教育とは後者の方と考える。今回の
フォーラムは若干前者に偏ったものでは？

63 女 20～29歳 敦賀市 子供達への教育について、興味を持たなければ エネルギー問題、生活環境問題に興味のある人 原子力発電所立地県なので、原子力を含めた
難しいというが、興味を持たせてあげられるように が多く、理解している人も半数を越えていることは エネルギー教育はこれから進めていった方が
する人たちを増やした方がいいと思う。 よいと思うので、もう少し知識を高められる術があ 良いと思う。

るといいと思う。
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64 女 20～29歳 敦賀市 私には少し難しかった。ただ、少し話されていたが 現在の教育は、基礎を飛び越して深い所のみを ８０％以上の人がエネルギーについての学習を 福井県には１５基も発電所があり特にエネルギー
不思議な現象を子供の前でするのはどうかと思う。 教えられていると思う。実際「エネルギー」という 必要としていることがわかる。原子力施設を見学 の勉強は重要だと思う。これから先、社会をおくら
発芽を楽しみにしている子供達に正しい知識が 単語一つをとっても、いったい何人の子供が正確 することも大切だと思った。８０％もの人が必要だ なければならない児童・学生達に基礎から正しい
与えられなくなるのではないかと私も思った。 に正しい意味を知識として持っているのかと疑問 と思っているのだから、一方的に教師が語るので 知識を教えていってほしいと思う。

に思った。 はなく、目で見たり自分たちで調べたりという時間
を大切にしていってほしいと思う。

65 男 30～39歳 敦賀 司会の女性は下手。 良い
66 女 40～49歳 美浜町 不思議を追求すること。それを一緒に考えてくれた 大槻先生の基本が重要というお話や他の先生の 最も基本を教えるブラス経験（体験）を通じての概

恩師の話等聞き易く楽しい内容でした。 子供の興味を見つけることで学習に結びつけるこ 念も必要という京のお話が生きるような教育を望
とが必要という内容は確かに必要だと感じました。 みます。

67 女 30～39歳 美浜町 子供のすてきな感性、驚き、神秘を一時の流行等 難しい内容ではありましたが、先生方の意見を聞 学校でのエネルギー教育は大変重要であるととも 原子力発電所立地県でありながらまだまだ原子力
で変えてしまってはいけない。将来までをも変えて いて大変勉強になりました。エネルギーは私たち に家庭での身近なところでのエネルギーに関する エネルギーについての正しい教育、知識を身につけ
しまう怖さを知りました。 の生活には欠かせないものですね。 話し合いはとても必要であると思います。 ていないように感じます。

68 男 40～49歳 今の子供に感激を与えるのは難しいと感じる。 原子力にやや偏っていたのではないか。 妥当な答えではないか。 今後の発展、特に原子力立地の嶺南地方での拡
大を望む。

69 女 20～29歳 大槻先生くらい雑談の面白い先生がいると確かに テーマから離れたり近づいたり何とも言えません。 とりあえず色も付いていて見やすさはばっちりだと 自分は教育関係については深く考える機会があま
もう少し小中学生の理科への興味は増すかもしれ 教育問題は普段ふれあわない分野なので難しか 思います。調査の中で「総合的な」にエネルギー りなくてうまく言えないのですが、福井県に生まれ
ないとは思いました。知識と知能は別分野だと思 ったです。時間が迫って進行が走ると出る質問も 学習を行うことについてのアンケートで「学校や教 育っている子どもたちが自分の地域に関わりの深
ますし、公式や問題のいわゆる勉強も大事ですけ 出ず。会場からの質問は出てほしい所だと思い 師の判断に」が１／４位あるのですが、この部分か い原子力を知らないのは良くないかと思います。
どね。講演会を見渡した限り皆さん半分くらいの方 ます。教育者のお話なら大槻教授はあまり入れ ら今一般の人々が教師・学校に求める大きさを実 私も生まれた土地には原発があったのですが、
は反応がないですし、反応ない人たちは過去興味 ないのでは。大学の先生は教育者ではないし。 感しました。これじゃだめだ大人達。というのでは 先生（学校の）は別にそんなことは教えていなくて
のひかない聞くだけ教育を受けていたのかなと思 研究者：大学生は子供じゃないし自分の意見の なく、もう、こういう社会になってしまっているのが たまたま親に聞いて教えられたくらいでした。いま
いました。 ない学生はそーゆう人なんです。 なんか悲しく思います。ところで、子供さんお持ち だに、原子力→核→良くないものというようなｲﾒｰｼﾞ

の５０歳未満の男女より子供さんが何年生かが があってエネルギー源だという印象は大変薄いです
よいのではないでしょうか。 子供達が興味を持ちにくいテーマだと思います。

やはり身近なこと（食べること等）から入っていって
２回暗い授業を続けてから原発原発、みたいな方
がよいのではないでしょうか。いずれにしろ、どう話
を絞るかは大変難しいと思います。今この短時間
では解決案が思いつきません。

70 男 50～59歳 火の玉から話に入った内容だったが、問題点として 各パネラーの思い、取り組み発表に終わり、ディ この資料は、総論的一部分なので判断しかねる。 エネルギー＝電気と論されるがエネルギーは種種
今後も含めエネルギーを守っていく方策を望んで スカッションの場が少なかった。 ある。偏ったものにならない内容が必要と思う。
いた。

71 男 50～59歳 エネルギー学習とは縁がなかったのではないか。 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの視点がもっと焦点化されていた方が エネルギー教育を学校教育で行うことはある程度 十分に行われているとは思われない。成人を対象
話は楽しく聞かせていただきましたが。 良かったと思う。 必要だと思うが全面的に期待してはいけない。 にしたフォーラムを多くの会場で行うことが大切だ。

72 男 50～59歳 進行の不手際については、とても「県主催」と思え 遅い。今頃こういう調査をしているようでは、エネル もっと積極的に実施すべきである。日本のエネル
ない。 ギー生産県として当局の怠慢である。 ギーを考えるともっと自信と誇りをもって。いつまで

も「地域振興」ばかりいっているといつまでも後進
県である。いつになったら「田舎」から抜け出せる
のか。変革のトップランナーがいないのか。

73 女 20～29歳 最後のコーディネーターの話が一番最もだと思った 学校に任せない。エネルギー教育者が出入りを
した方が良い。
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